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令和 6年 4月・6月の報酬改定で発表されたサービスコード表に誤りがあり、厚生労働省から一部修正が発表され

ました。新しいサービスコード表は令和 6年 4月から遡って適用されます。既に請求を実施済みの令和 6年 4月～

令和 7 年 5 月分を、新しいサービスコード表に基づき再計算すると過不足が生じる場合があります。この過不足の

対応方法を以下に記載します。必ずお読みください。 

 

◆過去分（令和 6年 4月～令和 7年 5月）の請求金額の過不足は国保連合会が調査・計算します。 

事業所様が調査や再計算を行う必要はありません。 

 

◆過不足があった場合、電子請求受付システムに通知されます。 

国保連が調査を行った結果、令和 6年 4 月～令和 7 年 5 月分の請求金額に過不足があった場合、電子請求受付

システムに通知されます。 

令和 7年 7月上旬に「過去分調整額の報酬請求システムの取込用 CSVファイル」として通知される予定とのことで

す。（通知時期や名称は予定のため、変更の可能性があります。） 

通知された CSVファイルを『楽すけ』の画面で取り込むことで、内容の確認や過不足の調整ができます。 

 

◆判明した「過去分調整額」（過去の請求金額の過不足）はどうすれば良いのか？ 

過去分調整額があった利用者ごとに以下のように対応します。 

 

 

 

※追加請求や相殺の作業は、令和 7 年 7 月から実施できますが、令和 7 年 8 月以降の請求で行っても

構いません。作業時間が確保できる月に以下の作業を行ってください。 

 

 

事業所様に行っていただく作業 

上述の「過去分調整額」を追加請求・相殺するために、事業所様に行っていただく作業を記載します。令和 7年 7月

以降の任意の月に必ず行ってください。 

 

 

 

電子請求受付システムから、「過去分調整額の報酬請求システムの取込用 CSVファイル」をダウンロードしてくださ

い。令和 7 年 7 月上旬に通知される予定とのことです。保存場所は、ダウンロードフォルダやデスクトップなど任意

の場所で構いません。 

（電子請求受付システムの URL） https://www.e-seikyuu.jp/ 

※電子請求受付システムから「過去分調整額の報酬請求システムの取込用 CSV ファイル」をダウンロードする操

作方法については、電子請求ヘルプデスク（0570-059-403）へお問合せください。 

サービスコード修正に伴う過去分調整額の請求方法 重要 

障がい者総合支援版 

過去の請求金額で足りなかった分 

 過去の請求金額で多すぎた分 

 

令和 7年 7月以降の請求の際に追加請求 

 令和 7年 7月以降の請求の際に相殺 

 

手順 

１ 電子請求受付システムから「過去分調整額」をダウンロード 

 

https://www.e-seikyuu.jp/
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・「過去分調整額の報酬請求システムの取込用 CSVファイル」のファイル名は下記のようになります。 

S6F_[作成日時 yyyymmdd（8 桁）]_[送付元連合会コード（6桁）]_[事業所番号(10桁)].csv 

・ダウンロードしたCSVファイルは開いて中身を見る必要はありません。『楽すけ』の画面上で取込、閲覧できます。 

・1事業所ごと 1つの CSV ファイルとなります。 

 

・事業所様によっては「過去分調整額」が無いケースも考えられます。その場合は、後述の「手順 2」以降の作業は

行う必要はありません。普段通りの請求作業を行ってください。 

・電子請求受付システムに「過去分調整額の報酬請求システムの取込用 CSVファイル」が通知されなかった場合、 

「過去分調整額」が無いと推測されますが、国保連合会からの通知が遅れている可能性もありますので、念のため

次月以降にも電子請求受付システムで通知がないか再確認を行ってください。 

 

 

 

1日～10日に実施する締日作成以降の請求作業の際に、「過去分調整額」を入力する作業を行います。 

まずは下図の作業フローで作業の流れをご確認ください。具体的な操作方法は次のページで説明します。 

 

◆過去分調整額を請求する際の作業フロー◆ 

「月次作成」は入力済みの状態とします。 

 

上限管理がない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上限管理がある場合 

他社上限、、自社上限共通の作業フローです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）「一括処理」画面で 

「締日作成」 

（普段の請求作業と同様） 

（2）「一括処理」画面で 

「過去分調整額確認」 

（過去分調整をする時のみ行う作業） 

（1）「一括処理」画面で 

「締日作成」 

（普段の請求作業と同様） 

（4）「一括処理」画面で 

「伝送 CSV作成」 

（普段の請求作業と同様） 

（4）「一括処理」画面で 

「伝送 CSV作成」 

（普段の請求作業と同様） 

（3）「請求処理」画面で 1名ずつ 

「過去分調整額」を入力 

（過去分調整をする時のみ行う作業） 

（5）「取込送信 V2」で 

請求データを送信 

（普段の請求作業と同様） 

（3）「請求処理」画面で 1名ずつ 

「過去分調整額」を入力 

（過去分調整をする時のみ行う作業） 

★2 「請求処理」画面で 

自社や他社の上限管理処理 

（普段の請求作業と同様） 

（2）「一括処理」画面で 

「過去分調整額確認」 

（過去分調整をする時のみ行う作業） 

（5）「取込送信 V2」で 

請求データを送信 

（普段の請求作業と同様） 

手順 

2 『楽すけ』障がい者総合支援版で過去分調整額を請求する 

 

★1 「月遅れ請求」がある場合「請

求処理」画面で個別に「締日作成」 

（普段の請求作業と同様） 
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① 一括処理をクリック。 

② 締日作成をクリック。 

③ サービス提供年月を、請求するサービ

ス提供月に合わせます。「過去月を請

求済にする」に●が入った状態で実行

をクリック。 

④ 「締日作成結果表」が表示されたら内

容を確認して閉じます。 

① 過去分調整額確認をクリック。 

② 「サービスコード修正に伴う過去分調

整額表示」画面が表示されます。選択

をクリックします。 

 

（次のページへ続きます。） 

（1）「一括処理」画面で「締日作成」 （普段の請求作業と同様） 

（2）「一括処理」画面で「過去分調整額確認」 （過去分調整をする時のみ行う作業） 

1 
 

2 
 

3 
 

4 
 

1 
 

2 
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③ 電子請求受付システムからダウンロー

ドした「過去分調整額の報酬請求シス

テムの取込用 CSV ファイル」が保存さ

れている場所を開き、CSV ファイルを

選択します。 

④ 開くをクリック。 

⑤ 「過去分調整額」のある利用者のリスト

が表示されます。 

この画面は開いたまま、楽すけの別の

画面の操作ができます。開いたまま次

の操作にお進みください。 

画面左側の並びから、CSVが保存されている場

所を選択します。（この画像は「ダウンロード」に

保存した CSV ファイルを選択しています。） 

 

CSVのファイル名は、保存時に変更していなければこのようになっています。 

S6F_[作成日時 yyyymmdd（8 桁）]_[送付元連合会コード（6桁）]_[事業所番号(10桁)].csv 

「単位」欄の数値は令和 6年 4月～令和

7 年 5 月までの調整すべき単位数の合

計です。 

プラス値：不足があったことを示していま

す。 

マイナス値：過大だったことを示していま

す。 

それぞれ今回作業する提供月の通常の

請求内容に追加または相殺します。 

「コード」は過去分調整額を追加または相殺する

ための専用の加算・減算コードです。 

11ZZ03：居宅介護支払調整（不足分） 

11ZZ04：居宅介護支払調整（過大分） 

12ZZ03：重度訪問介護支払調整（不足分） 

15ZZ04：同行援護支払調整（過大分） 

「サービスコード修正に伴う

過去分調整額表示」画面は

開いたまま、『楽すけ』の別

の画面を操作できます。左

図のように、『楽すけ』の本

体画面と横並びで表示させ

ておくと、この後の作業で便

利です。 

3 
 

4 
 

5 
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① 請求処理をクリック。 

② 利用者の選択をクリック。 

③ 利用者の一覧から「サービスコード修

正に伴う過去分調整額表示」に記載の

利用者をダブルクリック。 

④ 今回請求作業を行う提供年月の行をク

リック。 

⑤ 明細訂正をクリック。 

⑥ 介護種別で「加算」を選択。 

⑦ 提供日は月末の日付を選択。 

⑧ サービス選択をクリック。 

⑨ サービスコード一覧が表示されます。 

「サービスコード修正に伴う過去分調

整額表示」画面で、該当の利用者の

「コード」を確認し、同じコードを「サービ

スコード一覧」から探して選択します。 

選択をクリック。 

 

（コードの参考） 

11ZZ03：居宅介護支払調整（不足分） 

11ZZ04：居宅介護支払調整（過大分） 

12ZZ03：重度訪問介護支払調整（不足分） 

15ZZ04：同行援護支払調整（過大分） 

 

（次のページに続きます） 

（3）「請求処理」画面で 1 名ずつ「過去分調整額」を入力 （過去分調整をする時のみ行う作業） 

1 
 2 

 

3 
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 5 
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⑩ 「サービスコード修正に伴う過去分調

整表示」画面で該当の利用者を選択

し、単位コピーをクリック。 

「単位数：xxxコピーしました。」と表示さ

れたら OK をクリック。 

⑪ 「請求明細訂正」画面で「単位」欄に入

っている「0」を削除し、「単位」のマス内

で右クリック。「貼り付け」を選択しま

す。 

「過去分調整額表示」画面と同じ数値

が入ったことを確認してください。 

 

※ 「単位」欄は手入力することもできます。 

 

⑫ 登録をクリック。 

⑬ 再計算をクリック。「再計算をします。よ

ろしいですか？」をはいで進みます。 

⑭ 閉じるをクリック。 

 

手順②～⑭までの作業を「サービスコード

修正に伴う過去分調整額表示」に記載があ

る利用者全ての分、繰り返します。 

 

 

★1 上記の作業が終わったら、月遅れの

請求がある場合、請求処理で該当の利用

者の過去月の「締日作成」の作業をします。

（普段の請求作業時と同じ要領で行ってくだ

さい。） 

 

★2 上記の作業が終わったら、上限管理

の利用者がある場合、請求処理で上限管

理処理を行います。（普段の請求作業時と

同じ要領で行ってください。） 

10 
 

11 
 

もともと入っている「0」を

削除してから、右クリッ

ク、貼り付け。 

12 
 

13 
 

14 
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※支払調整額が適切に登録できたか確認したい時は、「介護給付費・訓練等給付費等明細書」でご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「請求処理」画面で確認する方法 

確認したい提供年月の行を選択して、給付

費明細書をクリック。 

 

 

 

◆全員分をまとめて確認する方法 

一括処理をクリック。 

給付費 請求書をクリック。 

サービス提供年月を確認したい年月に合わ

せて、一覧表示をクリック。実行をクリック。 

 

※出力される帳票は、1 枚目が「介護給付

費・訓練等給付費等請求書
．．．

」ですが、2枚目

以降が「介護給付費・訓練等給付費等明細

書」です。 

過去分調整額の確認は「明細書」で行ってく

ださい。 

「支払調整（不足分）」または「支払調整（過

大分）」と表記のある行で、サービスコードと

単位数が正しいか確認してください。 
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「取込送信 V2」（国保中央会のソフトウェア）で請求 CSV ファイルを送信してください。 

「過去分調整額」が入力されている場合でも送信方法は変わりません。普段の請求作業と同じ要領で行ってくださ

い。 

 

① 一括処理をクリック。 

② 伝送 CSV作成をクリック。 

③ 「サービス提供年月」を請求する内容

の年月に合わせます。出力先の変更

を行う場合は、設定します。 

実行をクリック。 

 

④ 「伝送 CSV チェック表」が表示されたら

エラーがないか確認し、閉じます。 

⑤ 書き出しが終了した旨メッセージが表

示されたら OK をクリックします。 

 

 

 

（4）「一括処理」画面で「伝送 CSV作成」 （普段の請求作業と同様） 

（5）「取込送信 V2」で請求データを送信 （普段の請求作業と同様） 
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2 
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